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研究成果の概要（和文）：（１）発話完了点の漸進的な予測に関与する統語・韻律情報をコーパス分析と聴取実験によ
って明らかにした。（２）発話冒頭部などの構成において、情報の新旧と、韻律構造や認知負荷との関連をコーパス分
析によって明らかにした。（３）ある種の構成を持った質問が他者の応答に対して課す相互行為上の制約をコーパス分
析によって明らかにした。（４）様々な形式の聞き手反応がどのように使い分けられ、どのような効果を持つかをコー
パス分析によって明らかにした。（５）以上の成果の基盤となるアノテーションデータを整備し、新しく考案したスキ
ーマによってデータベース化した。

研究成果の概要（英文）：(1) Syntactic and prosodic factors relevant to the incremental prediction of utter
ance ending have been identified through corpus analyses and listening experiments. (2) Based on annotatio
ns of the information status (new vs. given) of elements in utterance beginning, and other places, their c
orrelates with utterance prosody and speaker's cognitive load have been elucidated. (3) Questions with som
e forms of construction were investigated with respect to their interactional constraints on possible resp
onses from other participants. (4) Various types of response tokens were examined as to how they are used 
depending on sequential contexts and to what effects they have in interaction. (5) To achieve these result
s, rich annotations of dialog corpora were produced and implemented as relational databases based on a new
ly-developed schema.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： コーパス言語学　対話研究　認知過程　伝達過程　発話単位　アノテーション

言語学・言語学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 対話現象は認知過程に関連する現象と

伝達過程に関連する現象に大別され、そ
れぞれが別個に、異なる方法論によって、
異なる領域で研究されてきた（例：言い
淀みや言い直し→心理言語学、話者交替
→会話分析や社会心理学）。 

(2) 会話における文法や認知と伝達の関わ
りを重視する研究（例：相互行為言語学
や関連性理論）も見られるが、会話デー
タの直観的な分析や研究者の作例・実験
データに依拠しており、実データに基づ
く実証科学的アプローチは見られない。 

 
２．研究の目的 
(1) 対話において、①「発話」が下位要素か

らどのように構成され、②個々の行為が
単一もしくは複数の話者による「発話」
からどのように構成されるのかを実対
話データの分析に基づいて明らかにし、
会話インタラクションにおける文法や
言語使用に関する実際的なモデルを構
築する。 

(2) 対話における発話を認知過程と伝達過
程とが不可分に結びついた現象とみな
し、認知・伝達が融合した視点から現象
をモデル化する。そのため、揺れのない
明確な基準によって認定された発話単
位アノテーションを研究の基盤とし、コ
ーパス言語学的手法に基づく実証科学
的アプローチを採用する。 

 
３．研究の方法 
(1) 発話冒頭要素・発話末要素・挿入構造・

漸進的発話末予測・大局的韻律構造とい
った下位要素の特徴を明らかにし、発話
の内部構成を定式化する。 

(2) 複数発話からなる質問・聞き手反応など
の相互行為的な現象を分析し、それらの
認知的・伝達的な機能を明らかにする。 

(3) 以上の課題を遂行するに当たり、韻律・
形態論・節・あいづち表現などの情報や
非言語情報を対話コーパスに付与し、デ
ータベース化する。対象として、『日本
語話し言葉コーパス』（対話）と『千葉
大学３人会話コーパス』を用いる。 

 
４．研究成果 
(1) 発話完了点の漸進的な予測に関与する

統語・韻律情報（発話末要素・大局的韻
律構造・挿入構造）をコーパス分析と聴
取実験によって明らかにした。 
① 統語境界における音調や韻律句変

動を分析し、発話の完結性・継続性
の表示機能を明らかにした。 

② 発話完了点が、アクセント句数個分
先立つ位置に置かれる特殊な上昇
下降音調によって早期に標示され
ている可能性を示した。 

③ 発話全体の声の高さ（F0）の変動が

発話完了点予測に貢献する可能性
のあることを明らかにした。 

④ 発話途中での挿入構造の形態的特
徴が、聞き手の発話完了点予測に関
わっていることを明らかにした。 

⑤ 以上を踏まえ、発話完了点を統語・
韻律情報から漸進的に予測するモ
デルを構築し、円滑な話者交替と重
複発話を統一的に扱えるモデルを
提案した。 

⑥ さらに、発話完了点の予測に統語・
韻律情報が与える影響を聴取実験
により検討し、統語情報の優位性を
示唆する結果を得た。 

(2) 発話冒頭部などの構成において、情報の
新旧と、韻律構造や認知負荷との関連を
明らかにした。 
① 発話中の下位要素の照応関係を付

与し、情報の新旧や再言及の有無に
よって、韻律構造が異なることを明
らかにした。 

② 発話冒頭部で省略可能な話題句が
あえて明示される現象が、発話の認
知負荷に伴って増加することを明
らかにした。 

(3) 複数発話から構成される、質問者の想定
が明示された質問が、他者の応答に対し
て「想定に対する反応→返答」の順に構
成されるという制約を課すことをコー
パス分析によって明らかにした。 

(4) あいづち表現の反応先をコーパスに付
与し、表現形式と反応位置に対応関係が
あることを示した。また、これらの聞き
手反応が理解や興味の推定に貢献する
ことを明らかにした。 

(5) 以上の成果の基盤となるアノテーショ
ンデータを整備し、新しく考案したスキ
ーマによってデータベース化した。作成
したデータベースは一般公開（一部）し、
広く利用可能にした。 
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